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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第13期

第３四半期連結
累計期間

第13期
第３四半期連結
会計期間

第12期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 1,739,106616,7023,071,173

経常損失（△）（千円） △399,435△59,506△630,936

四半期（当期）純損失（△）（千円） △380,718△77,683△537,028

純資産額（千円） － 2,031,0033,003,536

総資産額（千円） － 2,548,7164,168,231

１株当たり純資産額（円） － 43,552.4460,741.33

１株当たり四半期（当期）純損失（△）金額（円） △9,243.89△1,886.17△13,039.11

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） － 70.4 60.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
71,799 － △475,872

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
28,227 － 1,872,140

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△460,335 － △2,509,872

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 977,7231,427,920

従業員数（人） － 89 84

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失が計上

されているため記載しておりません。　
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。　

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人）  89

（注）従業員数は、就業人員（グループ外から当社グループへの出向者を含む。）であり、嘱託1人を除いております。

(2）提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人）  21

　（注）従業員数は、就業人員であり、嘱託1人を除いております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

　グラフィックス関連事業（千円）     494,951

　その他事業（千円）     128

合計（千円）     495,080

　（注）１．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．金額は販売価格によっております。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第３四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

　グラフィックス関連事業 518,042 215,463

　部材関連事業 112,655 20,634

　その他事業 － 5,916

合計 630,698 242,015

　（注）１．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

　グラフィックス関連事業（千円） 508,960

　部材関連事業（千円） 107,231

　その他事業（千円） 510

合計（千円） 616,702

　（注）１．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

は次のとおりであります。

相手先

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

金額（千円） 割合（％）

A.C.R. ELEC-CHEM(KUNSHAN)71,100 11.5

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。　

(1)業績

当第3四半期連結会計期間、当社グループ（当社及び当社の連結子会社）のおかれました経営環境につき、世界経

済は、米国のサブプライムローン問題による世界同時株安等により、景気後退が更に一段と強まっております。一

方、国内経済においても、世界的な需要の急激な減少や円高により、企業収益は急速に悪化し、設備投資が減少して

おります。また、雇用・所得環境も厳しさが増し、個人消費にも悪影響が出ております。

エレクトロニクス業界につきましては、自動車関連分野で急激な市場規模の縮小に見舞われ、また、薄型テレビ及

び携帯電話等のデジタル家電製品も成長が鈍化しており、需要の減速が進んでおります。

このような状況下、当第3四半期連結会計期間の業績は、グラフィックス関連を中心に売上高が616,702千円とな

りましたが、新型の遊技機器向けグラフィックスLSI「JIGENシリーズ」の研究開発等により販売費及び一般管理費

が増加し、営業損失75,315千円、経常損失59,506千円となり、四半期純損失77,683千円を計上いたしました。　

　事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

1)グラフィックス関連事業

　産業用グラフィックス事業につき、子会社WIDE Corp.（以下、WIDE社）の産業用液晶モニターの販売は、米国では

低調でしたが、欧州で売上を伸長させました。国内においては、平成20年度診療報酬改訂により、これまで当社医用

画像向けグラフィックスボードの販売は堅調に推移しておりましたが、金融市場の混乱に伴いリース等による病院

の資金調達が滞り、納入に遅れが出てきております。なお、WIDE社につきましては、第4四半期も欧州を中心に業績を

伸ばし、通期で黒字化する見通しであります。アミューズメント事業は、新型のグラフィックスLSI「JIGENシリー

ズ」の開発を完了させ、営業を開始いたしました。平成21年1月より、開発キット（SDK:System Design Kit)を大手

遊技機器メーカー及び大手液晶ユニットメーカー等に貸出し、現在、当該LSIの評価を進めて頂いております。

　この結果、売上高508,960千円となりましたが、新型のグラフィックスLSIの研究開発等により、営業損失36,138千

円となりました。

2)部材関連事業

WIDE社の平成19年5月の子会社化により同社への液晶関連の部材の売上がなくなった為、売上高107,231千円、営

業利益1,493千円となりました。

3)その他事業

前連結会計年度に事業を縮小したターンキーサービス関連で、売上高510千円、営業損失1,202千円を計上いたし

ました。
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　所在地別セグメントの業績は、次のとおりであります。

1)日本

　日本では、グラフィックス関連（当社製品の開発及び販売）と部材関連を中心に事業を行っており、売上高

192,710千円、営業損失47,458千円となりました。

2)韓国

韓国では、子会社のWIDE社がグラフィックス関連（産業用液晶モニターの開発、製造及び販売）を中心に事業を

行っており、売上高430,762千円、営業利益17,515千円となりました。

3)米国

米国では、グラフィックス関連（当社製品及び産業用液晶モニターの販売）を中心に事業を行っております。売

上高121,164千円、営業損失6,746千円となりました。

4)台湾

台湾では、事業の種類別セグメント業績で「その他」に含めているターンキーサービス関連により、売上高510千

円、営業損失38,005千円となりました。

(2)キャッシュ・フロー

当第3四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、資金）については、以下の活動により、第2四半期

連結会計期間末と比較して135,235千円減少し、当第3四半期連結会計期間末で977,723千円となりました。当第3四半

期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、使用した資金は45,075千円となりました。これは主に仕入債務の増加20,225千円及び減価償却

費14,558千円等の増加要因がありましたが、税金等調整前四半期純損失62,397千円等の減少要因によるものであり

ます。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は41,699千円となりました。これは主にWIDE社の本社移転等による敷金・保証金

の差入による支出17,276千円及び設備投資に伴う有形固定資産の取得による支出12,672千円等の減少要因による

ものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、獲得した資金は12,858千円となりました。これはWIDE社の短期借入金の増加によるものであり

ます。

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第3四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4)研究開発活動

グラフィックス関連事業において、産業用グラフィックス事業では、医用画像向けグラフィックスボードの開発

で培った技術をコアに、医用画像ソリューション企業として事業を拡大すべく、クリニック向け医用画像参照シス

テム「LumiPACSシリーズ」等の開発を行い、アミューズメント事業では、新型のグラフィックスLSI「JIGENシリー

ズ」の開発を行いました。その結果、当第3四半期連結会計期間において研究開発費71,682千円を計上いたしまし

た。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。

 

EDINET提出書類

株式会社リアルビジョン(E02057)

四半期報告書

 7/28



第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 161,950

計 161,950

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年12月31日現在）

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月13日現在）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 41,187 41,187
東京証券取引所

（マザーズ）

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式

計 41,187 41,187 － －

  

（２）【新株予約権等の状況】

旧商法第280条ノ20及び旧商法第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

  平成15年６月25日定時株主総会決議及び平成15年７月14日取締役会決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成20年12月31日）

新株予約権の数（個） 347

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 347

新株予約権の行使時の払込金額（円） 142,040

新株予約権の行使期間
自 平成17年6月26日

至 平成25年6月25日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資

本組入額（円）

発行価格　　142,040

資本組入額 　71,020

新株予約権の行使の条件

対象者は、権利行使時において、当社ならびに子会社の取締役、監査役

および従業員の地位にあることを有するものとする。ただし、諸般の事

情を考慮の上、取締役会が特例として承認した場合にはこの限りでな

い。

対象者が死亡した場合、相続は認めない。

その他の条件については、平成15年6月25日開催の第7回定時株主総会

決議及び平成15年7月14日開催の取締役会決議に基づき、当社と対象者

との間で締結する新株予約権付与契約書に定めるものとする。

新株予約権の譲渡に関する事項 譲渡、質入れその他一切の処分は認めない。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。
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（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年10月１日～ 

平成20年12月31日
－ 41,187 － 3,022,725 － 3,489,224

 

（５）【大株主の状況】

当第３四半期連結会計期間において、当社代表取締役である杉山尚志から平成20年12月８日付で大量保有報

告書等（変更報告書）の写しの送付があり、平成20年12月２日現在で6,732株を保有している旨の報告を受け

ております。

なお、杉山尚志の大量保有報告書（変更報告書）の写しの内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 所有株式数(株)
発行済株式総数
に対する所有株式
数の割合(％)

杉山 尚志 6,732 16.34

  

（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式      1 －
権利内容に何ら限定のない当社に

おける標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 41,186 41,186 同上

端株 － － －

発行済株式総数 41,187 － －

総株主の議決権 － 41,186 －

②【自己株式等】

 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社リアルビジョン
横浜市港北区新横浜

3-1-4
1 － 1 0.0

計 － 1 － 1 0.0
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 31,55035,00027,50023,70023,08024,02018,50025,70025,800

最低（円） 17,63023,60019,10019,70020,20018,0008,40018,80019,300

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所マザーズにおけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人シドーによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 956,938 1,409,120

受取手形及び売掛金 601,151 1,287,622

有価証券 24,615 18,800

製品 179,949 283,281

原材料 430,748 518,960

仕掛品 23,509 9,298

その他 89,724 107,419

貸倒引当金 △124,148 △175,385

流動資産合計 2,182,489 3,459,118

固定資産

有形固定資産

工具、器具及び備品（純額） 88,200 141,627

その他（純額） 10,260 12,261

有形固定資産合計 ※1
 98,460

※1
 153,888

無形固定資産

のれん 141,007 153,425

その他 8,136 180,005

無形固定資産合計 149,144 333,430

投資その他の資産

投資有価証券 55,916 55,247

その他 62,705 ※2
 166,545

投資その他の資産合計 118,621 221,793

固定資産合計 366,227 709,112

資産合計 2,548,716 4,168,231

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 30,272 41,784

短期借入金 298,116 374,205

未払法人税等 4,491 7,512

引当金 22,843 36,081

その他 119,714 141,967

流動負債合計 475,437 601,551

固定負債

新株予約権付社債 － 500,000

退職給付引当金 42,275 63,143

固定負債合計 42,275 563,143

負債合計 517,712 1,164,695
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,022,725 3,022,725

資本剰余金 3,489,224 3,489,224

利益剰余金 △4,543,279 △3,999,657

自己株式 △185 △241

株主資本合計 1,968,484 2,512,050

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △14,567 △5,875

為替換算調整勘定 △160,166 △4,482

評価・換算差額等合計 △174,733 △10,357

少数株主持分 237,252 501,843

純資産合計 2,031,003 3,003,536

負債純資産合計 2,548,716 4,168,231
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 1,739,106

売上原価 1,294,658

売上総利益 444,447

販売費及び一般管理費 ※
 905,147

営業損失（△） △460,700

営業外収益

受取利息 6,812

為替差益 84,987

その他 7,579

営業外収益合計 99,379

営業外費用

支払利息 16,568

その他 21,546

営業外費用合計 38,114

経常損失（△） △399,435

特別利益

貸倒引当金戻入額 2,979

特別利益合計 2,979

特別損失

固定資産除却損 6,233

社債償還損 5,000

関係会社整理損 13,869

特別損失合計 25,103

税金等調整前四半期純損失（△） △421,558

法人税、住民税及び事業税 1,409

法人税等合計 1,409

少数株主損失（△） △42,249

四半期純損失（△） △380,718
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 616,702

売上原価 426,587

売上総利益 190,115

販売費及び一般管理費 ※
 265,430

営業損失（△） △75,315

営業外収益

受取利息 1,616

為替差益 28,407

その他 618

営業外収益合計 30,642

営業外費用

支払利息 5,635

その他 9,198

営業外費用合計 14,834

経常損失（△） △59,506

特別損失

固定資産除却損 2,890

特別損失合計 2,890

税金等調整前四半期純損失（△） △62,397

法人税、住民税及び事業税 343

法人税等合計 343

少数株主利益 14,942

四半期純損失（△） △77,683
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △421,558

減価償却費 44,174

無形固定資産償却費 10,807

のれん償却額 12,417

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,325

引当金の増減額（△は減少） △7,182

退職給付引当金の増減額（△は減少） △6,848

受取利息及び受取配当金 △7,567

支払利息 16,568

為替差損益（△は益） 3,509

固定資産除却損 6,233

社債償還損 5,000

関係会社整理損 13,869

売上債権の増減額（△は増加） 451,512

たな卸資産の増減額（△は増加） △46,586

仕入債務の増減額（△は減少） 11,015

その他の流動資産の増減額（△は増加） 13,954

その他の流動負債の増減額（△は減少） △16,533

その他 1,454

小計 85,566

利息及び配当金の受取額 6,958

利息の支払額 △16,640

法人税等の支払額 △4,084

営業活動によるキャッシュ・フロー 71,799

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △17,760

無形固定資産の取得による支出 △2,621

投資有価証券の取得による支出 △11,539

貸付けによる支出 △1,049

貸付金の回収による収入 485

敷金及び保証金の差入による支出 △30,208

敷金及び保証金の回収による収入 69,507

その他 21,412

投資活動によるキャッシュ・フロー 28,227

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 434,820

短期借入金の返済による支出 △390,156

社債の償還による支出 △505,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △460,335
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

現金及び現金同等物に係る換算差額 △89,888

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △450,197

現金及び現金同等物の期首残高 1,427,920

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 977,723
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

(1) 連結の範囲の変更

MacroTech Semiconductor Corporation(USA)は、第１四半期連結会計期間において

清算したため、連結の範囲から除外しております。

(2) 変更後の連結子会社の数

５社

２．会計処理基準に関する事

項の変更

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産　

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として移動平均法による

原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関す

る会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主

として移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿

価切下げの方法）により算定しております。

この変更により、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。　

 (2) 「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適

用

　第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に

関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号　平成18年５月17日）を適用し、連結決算

上必要な修正を行っております。

　また、この修正において、第１四半期連結会計期間期首の利益剰余金が

162,846千円減少しております。

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半

期純損失は、それぞれ46,292千円減少しております。　

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。　
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．棚卸資産の評価方法 当第3四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関して、実地棚卸を省略し第2四半期

連結会計期間末に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法に

よっております。

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについての

み正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。　　　　

２．固定資産の減価償却費の算

定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間

按分して算定する方法によっております。　

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、266,106千円であ

ります。　

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、302,359千円であ

ります。　

 ※２　仮差押えに係る供託金

 80,864千円

(665,000千ウォン) 

　WIDE Corp.は平成20年1月15日付けで個人より105,427千

円（867,000千ウォン）の代理返済請求訴訟を受けまし

た。同社は審理の過程で同社に代理返済義務がないことを

主張し、見解の相違を正してゆく方針であります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　給料手当 146,948千円

　賞与引当金繰入額 11,548 

　退職給付費用 6,281 

　研究開発費 294,494 

　のれん償却費 12,417 

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　給料手当 46,798千円

　賞与引当金繰入額 4,462 

　退職給付費用 2,134 

　研究開発費 71,682 

　のれん償却費 4,139 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成20年12月31日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 956,938

有価証券勘定 24,615

預入れ期間が３か月を超える定期預金 △3,829

現金及び現金同等物 977,723

 

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　41,187株　

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　     1株　

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４．配当に関する事項

該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
グラフィッ
クス関連
（千円）

部材関連
（千円）

　その他
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
（千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1)外部顧客に対する売上高 508,960107,231 510 616,702 － 616,702

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － －

計 508,960107,231 510 616,702 － 616,702

営業利益又は営業損失（△） △36,138 1,493 △1,202△35,847△39,468△75,315

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
グラフィッ
クス関連
（千円）

部材関連
（千円）

　その他
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
（千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1)外部顧客に対する売上高 1,426,084311,668 1,3521,739,106 － 1,739,106

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － －

計 1,426,084311,668 1,3521,739,106 － 1,739,106

営業利益又は営業損失（△） △352,223 4,513 △4,830△352,540△108,160△460,700

　（注）１．事業の区分は、内部管理上採用している区分によっています。

２．各区分の主な事業の内容

(1) グラフィックス関連：グラフィックスＬＳＩ、グラフィックスボード、ソフト開発、産業用液晶モニターの

販売等

(2) 部材関連：部材等の原材料の輸出取引等

(3) その他：ターンキーサービス関連（ＬＳＩ及びボード等の設計・製造サービス）

３．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用（109,070千円）の主なものは、親会社の管

理部門に係る費用であります。

４．会計処理方法の変更

(連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い)

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２.（2）に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対

応報告第18号　平成18年５月17日）を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合と比べ

て、当第３四半期連結累計期間の営業損失が、グラフィックス関連事業で46,292千円減少しております。

５．従来区分掲記しておりました「ターンキーサービス関連」は、前連結会計年度において事業を縮小し、重要

性が低くなったため、第１四半期連結会計期間より「その他」に含めて表示しております。なお、当第３四半

期連結累計期間の「ターンキーサービス関連」の外部顧客に対する売上高は1,352千円、営業損失4,830千円

であります。
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【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
日本
（千円）

韓国
（千円）

米国
（千円）

台湾
（千円）

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                             

(1)外部顧客に対する売上高 165,989329,039121,164 510 616,702 － 616,702

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高
26,721101,722 － － 128,444△128,444 －

計 192,710430,762121,164 510 745,147△128,444616,702

営業利益又は営業損失（△） △47,45817,515△6,746△38,005△74,694△620△75,315

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
日本
（千円）

韓国
（千円）

米国
（千円）

台湾
（千円）

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                             

(1)外部顧客に対する売上高 490,176878,501369,0751,3521,739,106－ 1,739,106

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高
74,408290,4887,428 － 372,325△372,325 －

計 564,5841,168,990376,5031,3522,111,431△372,3251,739,106

営業利益又は営業損失（△） △241,351△149,877△20,326△72,896△484,45123,751△460,700

　（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用(109,070千円)の主なものは、親会社の管理

部門に係る費用であります。

３．会計処理方法の変更

(連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い)

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２.（2）に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対

応報告第18号　平成18年５月17日）を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合と比べ

て、当第３四半期連結累計期間の営業損失が、韓国で46,292千円減少しております。
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【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 アジア 米国 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 262,104121,164173,725 － 556,993

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 616,702

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の

割合（％）
42.5 19.6 28.2 － 90.3

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 アジア 米国 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 754,740368,434405,657 11,5271,540,361

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 1,739,106

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の

割合（％）
43.4 21.2 23.3 0.7 88.6

　（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

（1）アジア…韓国、台湾、中国等

（2）欧州　…イギリス、スペイン、ドイツ等

（3）その他…ニュージーランド等

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

 

（有価証券関係）

　著しい変動がないため記載を省略しています。

 

（デリバティブ取引関係）

　著しい変動がないため記載を省略しています。

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 43,552.44円 １株当たり純資産額 60,741.33円

２．１株当たり四半期純損失金額等

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △9,243.89円

潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額について

は、１株当たり四半期純損失が計上されているため記載し

ておりません。

１株当たり四半期純損失金額（△） △1,886.17円

潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額について

は、１株当たり四半期純損失が計上されているため記載し

ておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純損失（△）（千円） △380,718 △77,683

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △380,718 △77,683

期中平均株式数（株） 41,186 41,186

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

該当事項はありません。
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（リース取引関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

　所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っており、リース取引

残高が前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められます。

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額及び残高相当額

 
取得価額相当額
(千円)

減価償却累計額相当額
(千円)

残高相当額
(千円)

工具、器具
及び備品　

3,990 532 3,458

合計 3,990 532 3,458

（注）取得価額相当額は、未経過リース料残高が有形固定資産の残高等に占める割合が低いため、支払利子込み法によ

り算定しています。

２．未経過リース料残高相当額等

未経過リース料残高相当額

１年内 798千円

１年超 2,660 

合計 3,458 

（注）未経過リース料残高相当額は、未経過リース料残高が有形固定資産の残高等に占める割合が低いため、支払利子

込み法により算定しています。

３．四半期連結会計期間及び四半期連結累計期間に係る支払リース料、減価償却費相当額

 
会計期間
(千円)

 
 
累計期間
(千円)

 
 

支払リース料 199 532 

減価償却費相当額 199 532 

４．四半期連結会計期間及び四半期連結累計期間の減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月６日

株式会社リアルビジョン

取締役会　御中

監査法人シドー

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 藤田　和重　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 政近　克幸　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社リアルビ

ジョンの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から

平成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社リアルビジョン及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

追記情報

　会社は、「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、第１四半期連結

会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」を適用している。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１　上記は、当社（四半期報告書提出会社）が、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したもので

あり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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